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程

明

道

の

人

間

形

成

観

と

禅

程
明
道

(
一
〇
三
二
ー

一
〇
八
五
)

の
修
学
の
目
的
は
本
性
の
至

善

に
復
帰
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
そ
の
存
養
法
は
敬
直
義
方
を

以

て
始
ま
り
、
次
に
定
性
を
以
て
し
、
而
し
て
識
仁
を
以
て
終
極

と
し
て
い
る
。

彼
は
体
仁
定
性
の
修
為
と
し
て
敬
以
直
内

・
義
以
方
外
を
説

い

て

い
る

(遺
書
、
巻
一
)
が
、
殊
に
敬
を
重
視
し
、
彼
の
人
間
形
成

論

に
お
い
て
最
も
緊
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
敬
と
は
応
事
接

物
閑
静
無
事
即
ち
動
静
を
通
じ
て
内
を
養
う
功
夫
で
、
放
・19
を
収

め
人
欲
を
掃
蕩
し
て
道
心
を
存
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ

即
ち
存
主
不
解
の
省
察
に
し
て
心
を
専

一
に
す
る
精

一
の
功
夫

で

あ
る
。
仏
禅
に
お
け
る
所
謂
定
は
三
摩
地
で
あ
る
が
、
諸
縁
を
放

捨
し
て
専
ら
心
を

一
境
に
住
せ
し
め
、
妄
念
雑
慮
を
断
絶
し

一
実

の
直
心
を
現
成
す
る
内
観
法
に
し
て
、
臨
済
義
玄

の
所
謂
純

一
無

雑

(臨
済
録
)
で
あ
り
、
螢
山
紹
理
の
坐
禅
用
心
記
に
定
を
解
し
て

謂
う
所
の
観
想
無
余
で
あ
る
。
道
元
は
普
勧
坐
禅
儀
に
お
い
て

久

須

本

文

雄

放
=捨
諸
縁
一、
休
二息
万
事
一、
不
γ
思
二
善
悪
一、
莫
γ
管
=是
非
一、

停
二心
意
識
之
運
転
一、
止
二念
想
観
之
測
量

一。

と
記
し
て
い
る
。
明
道
の
所
謂
持
敬
の
功
夫
は
禅
学
に
所
謂
定
と

異
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が

彼
釈
氏
之
学
於
二
敬
以
直
7内
則
有
レ
之
　
。

(遺
書
、
巻
四
)

と
記
し
て
、
仏
教
に
敬
以
直
内
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
所

に
徴
し
て
も
知
ら
れ
る
。
彼
は
敬
を
以
て
肝
要
な
功
夫
と
し
て
こ

れ
を
重
視
し
て
い
る
が
、
然
し
義
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。

明
道
は
言
不
γ荘
不
γ
敬
則
鄙
詐
之
心
生
　
。
貌
不
γ荘
不
γ敬
則
怠
慢
之

言
心
生
　
。

(遺
書
、
巻

一
)

と
述
べ
て
い
る
が
、
藪
に
義
以
方
外
の
要
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

義
方
は
外
を
方
正
に
す
る
道
に
し
て
、
義
以
方
外
な
け
れ
ば
敬
以

直
内
は
存
し
得
な
い
。
禅
門
に
於
い
て
は
言
寡
黙
を
慎
み
居
処
容

儀
を
斉
整
な
ら
し
め
、
行
住
坐
臥
常
に
禅

心
を
失
せ
ぎ
る
外
修
的
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功
夫
を
修
禅
初
入
の
門
頭
と
し
て
重
視
し
て
い
る
も
の
で
、
普
勧

坐
禅
儀
の

一
節
を
見
る
に

乃
正
身
端
坐
、
不
γ得
二左
側
右
傾
前
躬
後
仰
一。

と
、
或
は
坐
禅
用
心
記
に
は

道
場
須
二清
潔
一、(中
略
)
、
常
可
=濯
レ
目
洗
γ足
、

身
心
閑
静
、

威
儀
斉
整
一、
(申
略
)
、身
無
二所
作
一、
口
無
二密
調
一、
心
無
二尋

思
一、
六
根
自
清
浄
、

一
切
不
二汚
染
一。

と
あ
る
。
か
く
言
動
を
端
荘
恭
謹

(遺
書
、
巻

一
)
な
ら
し
め
る
こ

と
は
こ
れ
即
ち
所
謂
戒
で
あ
る
が
、
戒

は
こ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず

諸
悪
莫
作

(消
極
的
)
・
衆
善
奉
行

(積
極
的
)
即
ち
為
善
去
悪
に
存

す
る
も
の
で
あ
る
。
蘭
漢
道
隆
の
坐
禅
論
に
律
仏
外
相
と
あ
り
、

坐
禅
用
心
記
に
は
戒
是
防
非
止
悪
と
あ
り
、
六
祖
壇
経
に
は

即
自
心
申
、
無
レ非
無
レ悪
、
無
二嫉
妬

一、

無
=貧
瞑

一、

無
=劫

害

一、
名
二戒
香
一。

(臓
悔
第
六
)

と
あ
る
。
戒
は
三
学

(戒

・
定

・
慧
)
及
び
六
度

(施

.
戒

.
忍
.
進

・
禅

・
慧
)
中
の

一
つ
で
仏
教
倫
理
の
要
諦
と
さ
れ
て

い
る
も

の

で
、
蓋
し
明
道
の
所
謂
義
以
方
外
は
戒
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

義
以
方
外
が
戒
に
当
る
な
ら
ば
、
敬
以
直
内
は
純

一
無
雑
観
想
無

余

と
し
て
の
所
謂
定
に
通
ず
る
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明

道

の
所
謂
居
処
恭

(遺
書
、
巻
二
)
は
義
以
方
外

で
あ
り
、
執
事
敬

(同
上
)

は
敬
以
直
内
で
あ

っ
て
、

恭
敬
即
ち
義
方
敬
直

の
内
外

両
面
を
仁
体
得
の
功
夫
と
し
て
重
視
し
て
い
る
が
、
六
祖
壇
経
に

も
常
須
三
下
γ心
普
行
二恭
敬

一、
即
是
見
性
。

(同
上
)

と
記
し
て
義
敬
即
ち
恭
敬
を
以
て
肝
要
な
も

の
と
し
て
い
る
。
義

方
敬
直
は
蓋
し
禅
林
の
清
規
と
謂
う
べ
き
で
、
そ
の
義
敬
の
功
夫

は
彼
が
嘗
て

(齢
二
十
二
の
時
)
親
し
く
接
し

て
感
化
を
受
け
た
禅

堂

(長
慶
寺
)
の
清
規
生
活
か
ら
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
弦
を
以

て
禅
規
が
彼
の
功
夫
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
首
肯

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
全
く
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
明
道
が
こ
の
敬
義
を
以
て
仏
儒
を
比
較
し

て
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
所
を
窺
う
に

此
道
所
二
以
不
7
可
二須
與
離

一也
、
然
則
殿
二人
倫
一去
二
四
大

一者

其
分
二於
道
一也
遠
　
、

(中
略
)
、
彼
釈
氏
之
学
、
於
=敬
以
直
ず

内
有
γ之
　
、

義
以
方
γ外
則
未
二之
有

一也
、

故
滞
固
者
入
=於

枯
槁
一、
疏
通
者
帰
二於
騨
盗
一(
一
作
二放
騨
一)
、
此
仏
之
教
所
=

以
為
ブ隆
也
、
吾
道
則
不
γ
然
。

(二
程
語
録
、
巻
五
)

と
。
こ
れ
に
依
る
と
仏
教
に
は
敬
以
直
内
あ
り
て
義
以
方
外
存
せ

ず
、

故
に
滞
固
す
れ
ば

枯
槁
と
な
り
、

疏
通
す
れ
ば

放
舜
と
な

り
、
内
外

一
途
な
ら
ぎ

る
は
そ
の
教
狭
阻
な
る
所
以
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
明
道
は
仏
禅
に
た
だ
敬
以
直
内
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
が
、
義
以
方
外
の
点
は
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
。
か
く
仏
教
に

敬
直
を
許
し
て
義
方
を
認
め
な
か

っ
た
が
、

佗
有
「二

箇
覚
之
理
一、
可
二敬
以
直
7内
、
然
無
二義
以
方
ブ
外
、
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其
直
r内
者
要
γ之
其
本
亦
不
γ是
。

(遺
書
、
巻
二
)

に
依
る
と
、
義
方
無
け
れ
ば
敬
直
も
是
な
ら
ず
と
断
ず
る
に
至

っ

た
。
結
局
明
道
は
仏
教
に
敬
直
の
あ
る
こ
と
を
認
め

て

は

い
る

が
、
然
し
義
方
を
欠
い
た
敬
直
と
な
し
て
こ
れ
を
非
と
し
て
排
斥

し
て
い
る
。
既
に
仏
禅
に
敬
直
義
方
の
存
す
る
所
あ
る
を
論
じ
て

お
い
た
が
、
明
道
の
論
法
は
実
に
巧
妙
を
極
め
る
も
の
で
容
易
に

首
肯
し
難
い
。

次
に
明
道
の
定
性
書
に
於
け
る
禅
的
な
思
想
に
つ
い
て
窺

っ
て

み
よ
う
。

彼
は
該
書
の
初
頭
に
お
い
て
定
を
解
し
て

定
者
動
亦
定
、
静
亦
定
、
無
二将
迎
一、
無
二内
外
一。

と
記
し
て
い
る
が
、
動
も
静
も
共
に
定
に
し
て
将
迎
内
外
な
き
も

の
と
な
し
て
い
る
。

王
陽
明
も
彼
と

同
じ
く

動
亦
定
、

静
亦
定

(全
書
、
巻
二
)
と
述
べ
、
唐

の
永
嘉
玄
覚
は
証
道
歌

一
巻
を
著
し

て
そ
の
中
に

行
亦
禅
、
坐
亦
禅
、
語
黙
動
,静
体
安
然
。

と
記
し
て
い
る
。
明
道
の
所
謂
動
亦
定
、
静
亦
定
は
証
道
歌
に
所

謂
行
亦
禅
、
坐
亦
禅
と
趣
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
蓋
し
禅
語
よ

り
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
禅
に
お
い
て
は
寂
静
の
境
と
応
事
接

和

の
処
と
に
関
せ
ず
、
動
静
共
に
見
性
の
田
地
に
し
て
明
道

の
説

く
所
と
異
な
ら
な
い
。
彼
は
動
静
共
に
定
と
な
し
て
い
る
が
、
畢

寛
動
静

一
定
に
し
て
、
こ
れ
禅

の
動
静

一
如
の
所
で
、
大
慧
は
静

閑

一
如

(大
慧
書
、
上
)
と
、
或
は
坐
禅
用

心
記
に
は
動
静

二
相
了

然
不
γ
生
と
称
し
て
い
る
。

定
性
は
こ
の
動
静

一
如
の
所
に
お
い

て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
将
迎
内
外
な
き
所
の
所
謂
定
は
六
祖

壇
経
に
外
離
レ相
為
γ禅
、
内
不
γ乱
為
r定

(坐
禅
第
五
)
或
は
坐
禅

用
心
記
に
定
是
観
想
無
余
と
説
く
所
と
通
ず

る
も
の
で
あ
る
。
所

謂
性
と
は
元
来
内
外
不
立

の
玄
で
あ
る
が
、
性
に
内
外
の
別
を
な

し
て
二
本
と
な
す
の
は
、
物
を
以
て
外
に
あ
り
と
な
し
己
性
を
以

て
外
物
に
従
わ
し
め
る
に
因
る
と
し
て
い
る
。

彼
は

こ
の
所
を

以
=外
物
一為
〆外
、

牽
γ己
而
従
r之
、

或

は
以
二己
性
一為
r随
二物

於
外

一と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
禅
に
所
謂
心
外
見
法

・
心
外

有
物

に
し
て
心
外
無
理

・
心
外
無
物
を
解

せ
ぎ
る
に
よ
る
と
同
じ

で
あ
る
。
性
に
内
外
な
き
を
不
r
知
三性
之
無
二
内
外
一と
記
し
て
い

る
所
は
、

六
祖
の
所
謂
本
性
無

二
、

無

二
之
性
、

名
為
=実
性

一

(臓
悔
第
六
)
或
は
坐
禅
用
心
記
に
所
謂
心
本
無
相
に
し
て
、
尚

心
量
広
大
、

猶
如
=虚
空
'、

無
r有
=辺
畔
一、

亦
無
二方
円
大

小

一、
亦
非
二青
黄
赤
白
一、
亦
無
=上
下
長
短
一、

亦
無
γ瞑
無
レ

喜
、
無
レ是
無
γ非
、
無
γ善
無
γ悪
、
無
γ
有
=頭
尾
一。

(六
祖
壇
経
一、
般
若
第
二
)

清
水
本
無
二表
裏

一、
虚
空
終
無
二内
外

一、
玲
醜
明
白
、
自
照
霊

然
、
色
空
未
γ分
、
境
知
何
立
。

(坐
禅
用
心
記
)

と
記
し
て
い
る
所
と

一
般
で
あ
る
。
性
は
明
道
に
あ
り
て
も
禅
に

於
い
て
も
、
共
に
相
対
を
絶
し
た
る
無
声
臭
無
形
状
の
絶
対
的
本
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体
に
し
て
、

無

二
が
実
性
に

他
な
ら
な
い
。

本
性

無
二
な
る
に

以
=
内
外
一為
三
一本
一と
な
し
て
主
客
内
外
を
立
す
る
の
は
、
仏
教

に
お

い
て
我
執

・
法
執
の
二
見
を
認
め
る
所
と
異
な
ら
な
い
。
内

外
を
分
看
せ
ば
外
誘
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
ぎ
る
の
み
な
ら
ず
遂

に
性

を
定
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
如
何
に
し
て
性
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
か
の
方
法
の

問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
彼
は

夫
天
地
之
常
以
二
其
心
一普
二
万
物

一而
無
心
、
聖
人
之
常
以
二其

情

一順
二万
物

一而
無
情
、

故
君
子
之
学
、

莫
r
若
一一廓
然
大
公
物

来
順
応
一。

と
。
天
地
の
無
心
に
し
て
聖
人
の
無
情
な
る
が
如
く
に
し
、心
を
し

て
廓
然
大
公
、物
来
り
て
こ
れ
に
順
応
す
る
に
あ
り
と
し
て
い
る
。

天
地

の
心
は
無
私
無
妄
に
し
て

一
点
の
邪
念
な
く
通
達
無
碍
去
来

自
由

な
る
も
の
で
、
こ
の
天
地
の
心
を
以
て
心
と
す
べ
き
で
あ
る
。

禅
に
於

い
て
は
心
を
し
て
天
地
虚
空
の
広
大
無
辺
に
し
て
公
無
明

妄
な
る
如
く
な
ら
し
め
る
も
の
で
、
伝
心
法
要

(鐘
陵
録
)
に
は

此

心
明
浄
、
猶
如
三
虚
空
無
二
一
点
相
貌
一。

虚
空
之
性
、
廓
然
不
r変
、
仏
及
衆
生
心
亦
如
γ此
。

と
あ
る
。
天
地
無
心
の
心
を
心
と
す
る
こ
と
は
我
の
心
を
無
心
な

ら
し
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
沢
庵
禅
師
は
無
心
を
説
明
し
て

次

の
如
く
記
し
て
い
る
。

無

心
の
心
と
申
す
は
本
心
と
同
じ
事
に
て
、
固
よ
り
定
ま
り
た

る
事
な
く
、
分
別
も
思
量
も
何
も
無
き
時

の
心
、
総
身
に
広
が

り
て
全
体
に
行
渡
る
心
を
無
心
と
申
す
也
。
ど
つ
こ
に
も
置
か

ぬ
心
な
り
、
石
か
木
の
や
う
に
て
は
な
く
、
留
ま
る
所
な
き
無

心
と
申
す
也
。
留
ま
れ
ば
心
に
物
が
あ
り
、
留
ま
る
所
な
け
れ

ば
心
に
何
も
無
し
、
心
に
何
も
な
き
を
無
心
の
心
と
申
し
、
又

は
無
心
無
念
と
申
す
也
。

(不
動
智
神
妙
録
)

こ
の
沢
庵
の
無
心
に
つ
い
て
の
説
明
は
実
に
簡
明
に
し
て
意
を
尽

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
道
の
所
謂
以
二其
心
一普
一一万
物

一

而
無
心
は
沢
庵
の
所
謂
全
体
に
行
渡
る
心
で
あ
る
。
無
心
は
即
ち

本
心
に
し
て
無
所
住
而
生
其
心
底
で
、
物
来

れ
ば
そ
れ
に
順
応
す

る
も
、
然
も
終
始
そ
れ
に
執
す
る
こ
と
な
き
も
の
で
、
六
祖
壇
経

に
は用
即
偏
一一
一
切
処
一、
亦
不
γ著
二
一
切
処
一。

(般
若
第
二
)

と
あ
り
、
道
元
語
録
に
は

独
存
無
碕
、
脱
落
全
真
、

混
然
明
ゴ
歴
-歴
於
万
象
中

一、

卓
爾

活
訓鰹
-
鰻
ー
於
不
疑
之
地
一、

如
二月
印
r
水
而
無
7
痕
、

似
二風

行
γ空
而
不
プ
動
。

(永
平
寺
語
録
)

と
あ

っ
て
、
所
謂
心
随
二万
境
一転
、
(申
略
)、
随
γ流
認
=得
性
一で

あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
れ
明
道
の
所
謂
物
来
而
順
応
の
処
で
あ

る
が
、

一
物

一
境
に
著
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。

人
に
は
仏
教
に
所
謂
煩
悩
と
し
て
の
情
蔽

が
存
す
る
が
た
め
に

廓
然
大
公
の
道
に
達
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
即
ち
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人
之
情
各
有
γ所
γ蔽
、
故
不
γ
能
γ適
γ道
。

と
。
こ
れ
六
祖
壇
経
に
も

世
人
愚
迷
、
不
γ見
=般
若

一。

(般
若
第
二
)

開
γ
口
便
説
=
他
人
是
非
長
短
好
悪
一、
与
γ道
違
背
、
著
μ
心
著
γ

浄
即
障
道
也
。

(坐
禅
第
五
)

と
説
示
す
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
情
蔽
を
将
来
せ
し
め
る
所
の
も

の
は
自
私

・
用
智
で
あ

っ
て
、
こ
れ
あ
る
が
た
め
に
内
外
両
辺
の

見
に
著
し
、
遂
に
廓
然
大
公
の
道
に
違
背
し
、
心
を
し
て
物

に
順

応
せ
し
め
な
く
な
る
に
至
る
。
即
ち

大
率
患
在
=於
自
私
而
用
智
一、

自
私
則
不
レ能
二以
7有
γ
為
為
盲

応
γ述
、
用
智
則
不
γ能
下
以
二明
覚
一為
中
自
然
上
。

と
。

そ
の
自
私
は
仏
教
に
所
謂
我
執
で
あ
り

用
智
は
分
別
に
し

て
、
か
か
る
我
執

・
分
別
の
存
す
る
が
た
め
に
本
然

の
霊
覚
性
は

蒙
蔽
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
悪
一一外
物
一之
心
を
以
て
無
邪
之
地
を
求

め
ん
と
す
る
は
、
反
/鑑
而
索
r
照
或
は
艮
一一其
背
一不
レ獲
二其
身

一、

行

=其
庭
不
γ見
二其
人

一
の
類
に
し
て
、

孟
子
の
所
謂
所
r
悪
=
於

智

一者
為
二其
墾
一也

(離
婁
下
)
を
引
き
私
智
を
以
て
穿
墾
す
べ
き

で
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
所
謂
無
邪
之
地
は
大
我
の
世
界
で
所

謂
無

一
物
底
の
田
地
に
し
て
、
悪
=外
物

一之
心
は
私
智
を
弄
す
る

小
我
の
世
界
で
あ
る
。
か
か
る
小
我
の
相
対
界
に
於
い
て
大
我
の

絶
対
界
を
窺
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
智
即
ち
我
執

・
分
別
の
見
を
断
滅
す
る
こ
と
を
要
す
べ
き
で
あ
る
。
所
謂
莫
妄

想
の
所
に
本
来
の
面
目
を
現
成
し
得
る
の
で
、
坐
禅
用
心
記
に
は

其
欲
レ開
=明
心
地

一者
、放
ご捨
雑
知
雑
解

一、抱
=下
世
法
仏
法
一、

断
=絶

一
切
妄
情

一、現
一一成

一
実
真
心
一、迷
雲
収
晴
、心
月
新
明
。

と
あ
る
。
外
を
非
と
し
内
を
是
と
す
る
こ
と
は
内
外
二
本
の
見

を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
内
と
か
外
と
か
の
執
着

か
ら
脱
離
し
て
無
所
住
無
分
別
の
境
地
に
至

る
べ
き
で
あ
る
。
弦

を
以
て
明
道
は
内
外
を
超
越
し
、
然
も
こ
れ
を
絶
し
た
る
所
の
両

忘
の
世
界
を
説
い
て
い
る
。
所
謂
内
外
両
忘
は
六
祖
壇
経
に
所
謂

内
外
不
住
、
去
来
自
由

(般
若
第
二
)
に
し
て
、
我
法
二
執
か
ら
脱

し
た
人
法
二
空
の
所
で
、

畢
寛

一
切
皆
空

(万
類
悉
く
因
縁
所
生
に

し
て
実
体
な
く
自
性
な
き
も
の
即
ち
空
と
観
ず
る
こ
と
で
、

こ
の
空
に
徹

す
る
こ
と
が
要
諦
)
と
観
想
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
坐
禅
用
心

記
に
は
向
二胞
胎
未
生
、
不
起

一
念
已
前

一、
行
履

工
夫
、

二
空
忽
生
、

散
心
必
漱
。

と
あ
る
。
動
静
内
外
を
両
忘
し
澄
然
と
し
て
無
事
な
れ
ば
性
定
ま

り
、
か
く
す
れ
ば
明
鏡
止
水
が
万
境
如
如
の
相
を
具
現
す
る
が
如

く
、

昭
明
霊
覚
所
謂
柳
緑
花
紅
と
な
り
、

物
来
る
も
自
然
に

順

応
、
何
の
煩
累
と
も
な
ら
ず
神
通
無
碍
活
殺
自
在
な
る
境
地
と
な

る
。
即
ち

両
忘
則
澄
然
無
事
、
無
事
則
定
、
定
則
明
、

明
則
尚
、

何
応
γ

物
之
為
レ累
哉
。
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と
。

そ
の
所
謂
澄
然
無
事
は
臨
済
の
所
謂
本
来
無
事
に
し
て
無

一

物
無
尽
蔵
底
で
あ
る
。
廓
然
大
公
物
来
而
順
応
は
聖
境
に
し
て
、

禅

に
所
謂
本
地
の
風
光

・
本
来

の
面
目
で
、
廓
然
大
公
は
達
磨

の

所
謂
廓
然
無
聖
の
処
で
あ
ろ
う
。

聖
人
に
お
け
る
喜
怒
の
情
は

不
γ
繋
二於
心
一而
繋
二於
物
一
に
し
て
、

物
が
去
れ
ば
喜
悦
も
な
く

憤
怒
も
な
く
哀
楽
愛
憎
の
情
感
も
存
し
な
い
。
物
類
に
執
せ
ぎ
る

洒
洒
落
落
た
る
行
雲
流
水
の
無
住
無
滞
的
境
涯
で
あ

っ
て
、
禅
録

に
於

い
て
は
随
レ
流
認
=得
性
一、
無
レ喜
亦
無
レ憂
と
称
し
て
い
る
。

定
性

の
功
夫
に
は
情
蔽

・
自
私

・
用
智
を
躬
除
す
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
然
し
こ
れ
あ
る
が
た
め
に
性
を
定
め
得
ら
れ

る

の

で

あ

る
。
煩
悩
は
断
滅
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
菩

提

を
証
得
し
、

生
死
あ
る
を
以
て
浬
榮
を
得
る
に

至
る
の
で
あ

る
。
菩
提
に
は
煩
悩
を
要
し
、
識
仁
定
性
に
は
情
蔽

・
私
智
を
不

可
欠

の
条
件
と
す
る
も
の
で
、
両
者
相
即
の
関
連
性
を
も

っ
て
い

る
。
弦
を
以
て
明
道
は
定
性
篇
の
終
に
可
γ見
二外
誘
之
不
ツ足
γ悪

と
記

し
て
情
蔽

・
私
智
を
認
め
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

定
性
書
に
お
け
る
仏
禅
的
思
想
を
窺

っ
た
の
で
あ
る
が
、
所
謂

定
性

は
禅
の
識
心
見
性
と
趣
を
同
じ
く
し
、
そ
の
存
養
法
は
禅
門

に
於

け
る
接
心
の
功
夫
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
、
殊
に
動
静

一

定

・
内
外
二
本

・
内
外
両
忘

・
無
心

・
廓
然
大
公

・
物
来
順
応

・

澄
然
無
事
等
は
禅
の
常
套
思
想
と
異
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
朱

子

と
同
時
代
の
葉
水
心
が
習
学
記
言
に
於
い
て

案
下程
氏
答
二張
氏

一論
中定
性
上
、

動
亦
定
静
亦
定
、

無
二将
迎
↓

無
=内
外
一、
当
二在
レ外
時

一、
何
者
為
r内
、
天
地
普
=万
物
一而

無
心
、
聖
人
順
=万
事
一而
無
情
、
拡
然
而
大
公
、
物
来
而
順
応
、

有
r為
為
レ
応
レ述
、
明
覚
為
二自
然

一、
内
外
両
忘
、
無
事
則
定
、

定
則
明
、
喜
怒
不
レ繋
=於
心
一而
繋
=於
物

一、
皆
老
仏
語
也
。

(二
程
文
集
、
巻
二
・
宋
元
学
案
、
巻

一
四
)

と
定
性
篇
に
仏
老
的
色
彩

の
存
す
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
所
に

徴
し
て
も
知
ら
れ
得
る
。
弦
を
以
て
葉
水
心
は

嵯
夫
未
レ有
下
自
坐
二仏
老
病
処
一而
弁
二老
仏

一以
明
中
聖
人
之
道
上

者
也
。

(同
上
)

と
、
殊
に
明
道
の
学
を
非
難
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
要
す
る
に
定

性
書
は
蓋
し
全
篇
仏
教
殊
に
禅
的
思
想
を
以

て
横
温
さ
れ
宛
然
禅

録
に
接
す
る
が
如
く
で
あ
る
か
ら
、
多
分
に
禅
思
想
の
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
と
す
べ
き
で
、
こ
の
点
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

得
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
識
仁
篇
に
つ
い
て
窺
見
す
る
に
、
明
道
は
仁
体
識
得
を
以

て
為
学
の
究
極
的
目
的
と
し
要
道
と
な
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
禅

門
が
見
性
成
仏
を
以
て
眼
目
と
な
し
生
命
と
す
る
所
と
異
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
仁
は
禅
学

に
於
け
る
自
性

・
仏
性
に
当
り
、
そ
れ

が
物
心
両
面
に
於
け
る
実
体
性
を
な
す
こ
と
禅
も
亦
然
り
。
こ
の

本
体
的
仁
を
以
て
渾
然
与
γ物
同
体
と
な
し

仁
者
以
二天
地
万
物

一

為
=
一
体
一
(遺
書
、
巻
二
)
と
な
し
て
万
物

の
同
体
を
説
く
所
は
、
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禅
学

に
所
謂
天
地
与
レ我
同
根
、

万
物
与
r我

一
体

(坐
禅
論
)

に

し

て
物
心

一
如
底
で
あ
る
。
こ
れ
仁
或
は
自
性

・
仏
性
の
平
等
に

し

て
普
遍
な
る
こ
と
論
を
倹
た
な
い
。
仁
体
の
識
得
は
以
二誠
敬
一

存
γ之
而
已
と
敬
の
功
夫
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
敬
則
誠

(遺
書
、
巻

=

)
と
。
敬
と
は
定
或
は
修
に
当
り
、
誠
と
は
慧
或

は
証
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
誠
を
し
て
誠
た
ら
し
め
る
所
以
の
道
は

敬

に
存
す
る
も
の
で
誠

・
敬
は
相
即
不
離
で
あ
る
。
こ
れ
六
祖
壇

経

に
定

・
慧
の
関
係
を
述
べ
て

定
慧

一
体
、
不
=是
二
一、
定
是
慧
体
、

慧
是
定
用
、

即
γ慧
之

時
定
在
r慧
、
即
レ定
之
時
慧
在
レ定
、
即
是
定
慧
等
学
、
(申
略
)
、

猶
如
一一灯
光
卵、
有
r灯
即
光
、
無
γ灯
即
闇
、
灯
是
光
之
体
、
光

是
灯
之
用
、
名
錐
γ有
r
二
、
体
本
同

一
、
此
定
慧
亦
復
如
γ
此
。

(定
慧
第
四
)

と
あ
る
所
と

一
般
で
あ
る
。
修
証
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
に
、
修

申

に
証
あ
り
証
申
に
修
あ
り
で
互
に
不
可
離
の
体
用
関
係
に
あ

っ

て
、
修
外
に
証
を
求
め
得
ら
れ
ず
修
な
き
証
は
あ
り
得
な
い
。
道

元

は
修
証
是
等

(道
元
語
録
)
或
は
修
証
自
不
二染
汚
一
(同
上
)
と
修

証

の

一
如
を
述
べ
て
い
る
。
敬
誠
の
相
即
な
る
は
禅
学
に
所
謂
定

慧

一
体

・
修
証

一
如
な
る
所
と
す
べ
き
で
あ
る
。
臨
済
は
無
修
無

証
無
得
無
失

一
切
時
中
更
無
二別
法
一
(臨
済
録
)
と
述
べ
て
い
る
が

禅

に
於
い
て
は
無
修
の
修
を
真
修
と
し
無
証
の
証
を
真
証
と
な
し

て
、
修
も
証
も
超
越
し
た
る
所
を
絶
対
の
境
地
と
す
る
も
の
で
、

弦
に
本
地
の
風
光
が
現
前
す
る
の
で
あ
る
。
絶
対
的
本
体
と
し
て

の
仁
は
本
来
霊
昭
不
昧
の
当
体
で
あ
る
か
ら
、

彼
が
不
γ須
二防

検

一不
γ須
二窮
索

一或
は
何
防
之
有
と
記
し
て

い
る
所
は
、
自
性
が

本
来
清
浄
円
満
に
し
て
言
慮
路
絶
不
可
名
状
底
の
実
相
で
あ
る
か

ら
し
て
、
私
智
を
弄
す
る
を
得
な
い
所
謂
不
修
不
断
と
同
じ
で
、

坐
禅
用
心
記
に

抱
二下
万
事
一、
休
二息
諸
縁
一、

仏
法
世
法
不
γ管
、

道
情
世
情

鰻
忘
、
無
二是
非
一無
=善
悪
一、
何
防
止
之
有
乎
。

と
あ
る
の
と
異
な
ら
な
い
。
本
体
は
主
客
内
外
大
小
の
相
対
性
を

超
越
し
た
る
絶
対
的
存
在
な
る
を
以
て
、
此
道
与
レ物
無
r対
、
大

不
γ足
二
以
用
7
之
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
坐
禅
用
心
記
に
所
謂

挙
体
無

二
に
し
て
自
性
は

一
如
体
玄
で
あ
る
。
而
し
て
天
地
之
用

皆
我
之
用
と
我
以
外
に
天
地
も
な
く
、
我
即
ち
宇
宙
の
自
覚
に
達

し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
禅
の
・29
外
無
法

に
し
て
六
祖
壇
経
に

所
謂
万
法
従
=自
性

一生

(峨
悔
第
六
)
或
は
道
元
の
所
謂
万
法
こ
れ

一
心
、

一
心
は
是
万
法
な
り
、

山
河
大
地

は
則
ち
是
我
心
な
り

(道
元
語
録
)
の
所
で
あ
る
。
弦
に
於
い
て
誠

に
な
り
仁
を
識
得
し

て
大
楽
の
境
地
、
即
ち
禅
林
に
お
け
る
本
来
面
目
現
前
の
絶
対
境

に
遊
戯
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
。
若
も
身
に
反
観
省
察
し
て
誠
な

ら
ざ
れ
ば
、
主
客
内
外
の
相
対
的
観
念
に
堕
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
以
γ己
合
γ彼
、

或
は
定
性
書
に
所
謂
以
=
外
物

一為
γ外
、

牽
γ己
而
従
r之
こ
と
と
な
り
て
、
性
を
内
外

に
分
看
し
遂
に
絶
対
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の
境
地
に
至
り
得
な
い
。
二
物
有
γ対
は
定
性
書
の
以
=内
外
一為
ニ

ニ
本
一
に
し
て
、

所
謂
人
法
二
執
で
心
外
有
法
を
認
め
実
性
が
無

二
の
性
な
る
こ
と
を
知
ら
ぎ
る
謬
見
で
あ
る
。
絶
対
の
境
地
に
至

る
に
は
、
孟
子
の
所
謂
勿
レ正
、心
勿
γ忘
、
勿
二助
長

一
(公
孫
丑
上
)

を
要
す
べ
き
で
、

未
三
嘗
致
二繊
毫
之
力
一
こ
と
が
仁
体
を
識
得
す

る
所
以
の
道
と
な
る
。
禅
門
に
於
い
て
も
雑
念
雑
解
を
放
捨
し

一

切

の
妄
情
を
断
絶
し
得
ば
、

心
地
を
開
明
し

得
る
と

す
る
も
の

で
、
中
峯
明
本
の
信
心
銘
義
解

に
は

不
γ得
〆
存
二毫
髪
欣
厭
之
情
一則
此
心
自
然
明
自
　
。

庶
裏
加
二
一
毫
心
力
一則
不
レ得
レ為
二虚
明
自
照
一　
。

と
あ
る
が
、
実
体
は
三
祖
僧
環
の
信
心
銘
に
所
謂
至
道
無
難
唯
嫌

棟

択
な
る
も
の
で
あ
る
。
実
体

の
識
得
に
障
碍
と
な
る
も
の
は
、

情
蔽
が
拠

っ
て
将
来
す
る
所
の
習
心
に
存
す
る
を
以
て
、
こ
れ
を

除
去
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
情
蔽
と
は
煩
悩
に
当
り
、
習

心
と
は
煩
悩
の
根
本
と
し
て
の
無
明
に
相
当
す
る
。
坐
禅
用
心
記

に
は
五
蓋

(三
毒
五
欲
)
煩
悩
皆
従
=無
明

一起
と
あ
る
か
ら
、
こ
の

根
本
煩
悩
と
し
て
の
無
明
の
払
拭
が
肝
要
で
あ
る
。

以
上
識
仁
篇
に
於
け
る
禅
的
思
想
を
窺
見
し
た
の
で
あ
る
が
、

定
性
書
ほ
ど
に
禅
的
色
彩
は
無
い
に
し
て
も
篇
中
相
当
多
く
禅
的

思
想
が
存
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
藪
に
禅
学
と
関
係

あ

る
も
の
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
渾
然
与
レ物
同
体

・
以
=誠
敬
一存
r

之

・
不
γ
須
二
防
検
窮
索
一
・
与
γ物
無
7対

・
天
地
之
用
皆
我
之
用

・
二
物

有

γ
対

・
以

レ
己

合

γ
彼

・
未

三
嘗

致

二
繊

毫

之

力

一
・
昔

日
習

心
等

が

こ

れ

に
相

当

す

る

で
あ

ろ

う

。

こ

の
識

仁

を
定

性

及

び
敬

註

直
義
方
と
共
に
戒

・
定

・
慧
の
三
学
に
比
し

て
見
る
に
、
慧
学
と

は
煩
悩
を
擢
破
し
真
理
を
徹
見
す
る
に
あ
る
も
の
で
、
所
謂
心
地

無
凝

(六
祖
壇
経
、
頓
漸
第
八
)
・
簡
択
覚
了

(坐
禅
用
心
記
)
に
し
て

識
仁
が
こ
れ
に
当
り
、
定
学
と
は
心

・
意
識

の
動
揺
を
止
め
て
静

安
な
境
地
を
現
ぜ
し
め
る
に
あ

っ
て
、

所
謂
心
地
無
乱

(六
祖
壇

経
、
同
上
)
・
観
想
無
余

(坐
禅
用
心
記
)
に
し

て
定
性
或
は
敬
直
が

こ
れ
に
当
り
、
戒
学
と
は
言
動
を
慎
む
戒
律
で
諸
悪
莫
作
、
衆
善

奉
行
も
所
謂
心
地
無
非

(六
祖
壇
経
、
同
上
)
・
防
非
止
悪

(坐
禅
用

心
記
)
に
し
て
義
方
が
こ
れ
に
当
る
と
思
わ

れ
る
。
定
性
書
は
論

を
侯
た
な
い
が
、
識
仁
篇
も
敬
義
の
思
想
と
共
に
禅
学
に
類
す
る

も
の
あ
る
を
以
て
、
仏
禅

の
思
想
的
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る

も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
江
文
城
が
程
朱
哲
学
史
論
に
於
い

て
そ
の
学
の
神
髄
と
す
る
所
の
定
性
識
仁
の
諸
篇
を
見
る
に
さ
な

が
ら
禅
家
摂
心
の
方
、
法
悦
の
境
を
説
く
も
の
㌧
如
し
。
(九
二
頁
)

と
評
す
る
所
宜
な
り
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
彼
に
禅
的
思
想
が
見

ら
れ
る
の
は
、
禅
学

の
素
養
に
よ
る
も
の
に
し
て
禅
を
解
せ
ず
し

て
謂
い
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
明
道
は
彼
自
ら
も
静
坐
し
人

に
も
こ
れ
を
勧
め
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
所
謂
静
坐
は
坐
禅
に
類
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す
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
に
依

っ
て
功
夫
し
性
を
定
め
仁
域
に
達

し
た
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
伊
洛
淵
源
録
に
も

明
道
教
二人
静
坐
一、
蓋
為
下是
時
諸
人
相
従
只
在
=学
申

一無
中
甚

外
事
上
故
教
r
之
如
γ
此
、

今
若
無
γ
事
只
得
二
静
坐
一、

若
特
地

将
一一静
坐
一徹
一二
件
工
夫

一、
則
是
釈
子
坐
禅
　
。

(巻
三
)

と
記
し
て
い
る
。

識
仁
篇
に
つ
い
て
の
論
述
を
終
る
に
当
り
、
併
せ
て
明
道
の
人

生
観
と
禅
の
そ
れ
と
に
つ
い
て
叙
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

彼
が
光
風
霧
月
を
以
て
懐
と
な
し
胸
中
瀟
洒
悠
悠
自
適
の
高
趣

あ
る
風
格
は
、
弦
に
天
人
合

一
・
物
我

一
体

・
死
生

一
如
の
人
生

観

を
醸
す
に
至
る
は
論
を
侯
た
な
い
。

彼

の
所
謂
仁
者
以
二天
地

万
物
一為
=
一
体
一
莫
r非
γ
己

(遺
書
、
巻
二
)
或
は
万
物
皆
備
=
於

我

一
(同
上
)
而
し
て
生
死
に
つ
い
て

死
生
存
亡
、
皆
知
レ所
二従
来

一、
胸
申
螢
然
無
γ疑
、

(申
略
)、

死
之
事
即
生
是
也
、
更
無
=別
理
一。

(同
上
)

愚
且夜
猶
二
生
死

一、
生
死
猶
二士]
Aフ
一。

(遣
書
一、
…巷
六
)

と
称
す
る
所
は
聖
域
に
至

っ
た
省
悟
の
心
境
と
謂
う

べ

き

で
あ

る
。
彼
は
禅
学

に
於
け
る
天
地
同
根
物
我

一
体
の
理
を
達
観
し
、

生
死
を

一
条
と
し
死
生
の
外
に
超
然
と
す
る
禅
の
人
生
観
に
立

つ

も

の
と
謂
え
る
。
禅
家
に
於

い
て
は
生
死
を
以
て
不
生
不
死
な
る

大
海
の
波
瀾
と
な
し
、

生
生

不
生
死
死
不
死
の
所
に
至
る
も
の

で
、

一
休
禅
師
は

ほ
ん
ら
い
も
な
き
古
の
我
な
れ
ば

死
に
ゆ
く

か
た
も
何
も
な

し
。

(水
鏡
目
な
し
用
心
抄
)

生
に
生
を
重
ね
死
に
死
を

つ
ぎ
、
う
き
沈
む
の
み
な
り
。
此
の

心
と
云
ふ
物
は
い
か
に
と
は
ん
じ
申
す
に
形
も
な
き
物
な
り
。

形
な
き
故
に
消
え
う
せ
ず
、
然
れ
ば
生
も
な
く
死
も
な
し
。

(仮
名
法
語
)

と
説
き
、
道
元
も
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

生
也
無
γ所
=従
来
一、
猶
如
r著
γ杉
、
死
也
無
μ
所
=去
処

一、
猶

如
レ脱
γ袴
、
万
法
本
空
、

一
掃
二何
処

一、到
頭
生
死
不
=相
干

一。

(永
平
寺
語
録
)

死
生

一
如
の
理
を
達
観
し
た
る
明
道
が

予
天
民
之
先
覚
者
也
、
予
将
下以
二
斯
道

一覚
申斯
民
上
。

(語
録
、

巻
八
)
と
述
べ
る
所
は
、
仏
陀
と
同
じ
く
覚
者
を
以
て
.自
任
し
た

る
態
度
に
し
て
実
に
偉
な
る
も
の
と
謂
う
べ
き
で
、

人
能
放
二這

一
箇
身

一、
公
共
放
二
在
天
地

万
物
中

一。
(同
上
、
巻

二
)
も
大
乗
的
精
神
の
発
露
と
謂
え
る
。

彼
の
口
吻
の
中
に
悉
有

仏
性
観
が
窺
わ
れ
、
自
覚
よ
り
更
に
高
次

の
覚
他
の
段
階
に
至

っ

て
い
る
も
の
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
禅
家
と
趣
を
異
に
し
な
い

死
生
観
を
有
し
て
い
る
彼
が
、
仏
禅
の
死

生
観
に
対
し
て
如
何
な

る
見
解
を
抱
い
て
い
る
か
を
窺

っ
て
み
よ
う
。
即
ち

仏
氏
只
是
以
二生
死
一恐
二動
入
一、
可
γ怪

二
千
年
来
、
無
=
一
入

覚

一、
此
是
被
=
他
恐
動

一也
、

聖
賢
以
二
生
死
一為
=本
分

一、

事
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無
γ可
7催
、
故
不
r
論
二生
死
一、
仏
之
学
為
レ伯
=
死
生
一、
故
只

管
説
不
レ休
、

(申
略
)、
要
之
ロ
ハ是
此
箇
意
見
皆
利
心
也
。

(語
録
、
巻

一
)

釈
氏
本
怖
=死
生
一為
γ利
、
豊
是
公
道
。

(同
上
、
巻
八
)

と
。
仏
氏
は
自
ら
死
生
を
伯
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
死
生
を
以
て
人

を
恐
動
す
る
が
、
然
し
こ
れ
は
公
道
で
な
く
死
生
は
本
分
の
事
に

し

て
、
毫
も
恐
襲
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
駁
し
、
更
に
仏
氏
は
上

掲
に
所
謂

語
黙
猶
二昼
夜
一、
昼
夜
猶
二生
死
一、
生
死
猶
=古
今
一。

の
理
を
識
得
せ
ぎ
る
も
の
と
し
て

仏
氏
不
γ識
=陰
陽
昼
夜
死
生
古
今

一。

(語
録
、
巻
八
)

と
。
こ
れ
仏
氏
は
死
生
の

一
如
不
二
な
る
に
通
ぜ
ぎ
る
も
の
と
な

し

て
い
る
。
仏
氏
が
人
生
を
以
て
泡
沫
夢
幻
な
り
と
す
る
に
対
し

て
生
死
成
壊
自
ら
此
の
理
あ
り
幻
と
な
す
を
要
せ
ず
と
し
て
曰
く

学
レ禅
者
日
、
草
木
鳥
獣
之
生
亦
皆
是
幻
、
日
子
以
為
生
=
息
於

春
夏
一、
及
γ至
=秋
冬

一、
便
却
変
壊
、
便
以
為
γ幻
、
故
亦
以
二

人
生
一為
γ幻
、

何
不
γ付
=与
他
一、

物
生
死
成
壊
、

自
有
二
此

理
一、
何
者
為
γ幻
。

(語
録
、
巻

一)

と
。
仏
氏
が
死
生
を
恐
櫻
し
、
而
し
て
死
生
を
以
て

一
如
と
せ
ぎ

る
は
、
要
之
只
是
箇
意
見
皆
利
心
也
と
利
心
に
よ
る
も
の
と
し
て

非
難
し
て
い
る
が
、

釈
氏
苦
二根
塵
一者
皆
是
自
利
者
也
。

(語
録
、
巻
二
)

に
依
れ
ば
、
仏
氏
が
根
塵
に
苦
悩
す
る
の
も
自
利
に
よ
る
と
な
し

て
い
る
。
次
に
釈
氏
は
た
だ
上
達
の
み
を
務

め
て
下
学
を
廃
し
上

下

一
裁
な
ら
ぎ
る
を
以
て
正
道
に
あ
ら
ず
と
し
て
曰
く

惟
務
二
上
達

一而
無
一一下
学
一、

然
則
其
上
達
処
山豆
有
r是
也
、

元

不
=相
連
属

一、
但
有
=間
断
一、
非
γ道
也
。

(語
録
、
巻
八
)

と
。

釈
氏
に
は
識
心
見
性
あ
る
も

存
心
養
性
の

一
段
は

な
し
と

し
、
そ
の
出
家
独
善
は
道
体
に
於
い
て
足
ら
ず
と
な
し
て
次
の
如

く
評
し
て
い
る
。

孟
子
日
尽
=其
心
一者
知
二其
性

一也
、
彼
所
謂
識
心
見
性
是
也
、

若
二存
心
養
性

一
段
事

一則
無
　
、

彼
固
日
ご出
家
独
善
一
便
於
=

道
体

一自
不
足
。

(同
上
)

こ
れ
彼
が
仏
氏
の
識
心
見
性
を
認
め
る
は
そ
の
上
達
の
み
許
容
し

て
い
る
も
の
で
、
確
か
に
仏
禅
の
長
所
を
認
め
て
は
い
る
が
、
然

し
足
ら
ざ
る
所
あ
り
と
難
じ
、
儒
の
完
全
な
る
に
及
ば
な
い
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
は
佗
有
二
一
箇
覚
之

理
一(遺
書
、
巻
二
)と
、

仏
氏
に
は
覚
の

一
理
の
み
あ
り
と
な
し
て
、
蕪
に
於
い
て
も
仏
氏

の
長
所
を
是
認
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、

こ
れ
を

釈
氏
之
云
レ覚
、
甚
底
是
覚
一一斯
道
一、
甚
底
是
覚
二斯
民
一。

(語
録
、
巻
八
)

と
非
難
し
、
彼
に
お
い
て
の
み
自
ら
覚
者
と
な
し
、
予
将
下以
二
斯

道
一覚
申
斯
民
上
(同
上
)
と
称
し
て
い
る
所
は
当
を
失
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
釈
氏
の
地
獄
方
便
説
を
駁
し
て
こ
れ
偽
に
し
て
真
な



程開道の人間形成観と禅108

ら
ず
と
し
て
曰
く

釈
氏
地
獄
之
類
皆
是
為
二
下
根
之
人

一設
二此
怖
一、
令
γ為
γ善
、

先
生
日
至
誠
貫
二天
地
一、

人
尚
有
r不
γ化
、

豊
有
下立
二偽
教

一

而
人
可
み化
乎
。

(同
上
)

と
。明
道
の
死
生
観
と
仏
禅
と
の
関
係
を
窺
い
、
併
せ
て
彼
の
仏
教

に
対
す
る
論
評
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
彼

の
死
生
観
は
仏
禅
の

そ
れ
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
彼

の
死
生
に
対
す
る
評

論
は
こ
れ
を
容
易
に
首
肯
し
難
い
。
そ
の
排
仏
殿
禅
は
要
す
る
に

仏
禅
家
が
自
私
独
善
に
し
て
倫
常
を
無
視
す
る

(語
録
、
巻
八
に
其

術
大
概
且
是
絶
二倫
類
↓或
は
仏
卒
不
〆可
三以
治
=天
下
国
家
一と
あ
る
。)
に

あ
り
と
す
る
所
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
乗
禅
は
決
し
て
か

く

の
如
き
も
の
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
お
い
て
明
道
の
人
間
形
成
観
主
と
し
て
そ
の
方
法
論
を

窺

っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
仁
を
識
得
し
本
性
の
極
限
善

に
復
帰

す
る
禅
に
所
謂
返
本
還
源
に
依
る
為
聖
作
仏
を
以
て
人
間
形
成
の

究
極
目
的
と
し
て
い
る
。
本
性
徹
見
に
依

っ
て
、
か
か
る
人
間
像

形
成
の
存
養
法
と
し
て
彼
は
敬
直
と
義
方
の
二
面
を
立
し
て
い
る

が
、
敬
直
は
存
主
不
解
純

一
無
雑
の
観
想
法
で
あ
り
、
義
方
は
言

動

の
端
荘
恭
謹
と
為
善
去
悪
に
依
る
主
と
し
て
居
敬
の
た
め
の
外

修
法
で
あ
る
。
そ
の
去
悪
は
情
蔽
の
根
本
と
し
て
の
習
心
の
除
去

に
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
敬
と
義
の
内
外
両
修
を
以
て
仁

現
成
の
基
盤
と
な
し
、
人
格
形
成
に
不
可
欠
な
前
提
要
件
と
し
て

い
る
。
こ
の
内
外
動
静
を
両
忘
し

一
如
の
玄

を
得
ば
、
澄
然
無
事

定
中
し
て
遂
に
廓
然
大
公
物
来
順
応
の
聖
境

に
遊
戯
し
得
る
。
無

住
無
滞
常
に
直
心
を
行
ず
る
心
境
が
現
前
す
る
の
で
、
禅

に
於
け

る
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
に
他
な
ら
な
い
。
菰
に
本
来
面
目
が
現

成
し
、
臨
済
の
所
謂
独
脱
無
依
道
人
な
る
人
間
像
の
完
成
が
な
さ

れ
、
人
格
形
成
の
目
標
が
確
立
さ
れ
る
。
禅

の
人
間
像
は
大
死

一

番
絶
後
蘇
生
の
も
の
た
る
こ
と
を
要
し
、
大
死

一
番
底
の
極
限
状

況
を
得
な
け
れ
ば
そ
の
人
間
像
の
成
立
は
不
可
能
で
あ
る
。
畢
寛

本
来
的
面
目
の
自
覚
が
禅
的
人
間
像
形
成
の
核
心
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
死
と
の
対
決
は
禅
林
こ
れ
を
禅
的
人
間
像
形
成
上

重
要
課
題
と
な
し
て
い
る
が
、
明
道
は
勿
論
儒
教

一
般
に
於
い
て

も
禅
門
ほ
ど
深
刻
か
つ
真
剣
に
取
組
む
態
度

の
存
し
な
い
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。

註
、
坐
禅
用
・10
記

に
徴

し
て

戒

・
定

・
慧
に

つ
い
て
の

説
明

を
見

る
に
次

の
如
く
で
あ
る
。

戒
是
防
非
止
悪
、

坐
禅
観
二
挙
体
無

二
↓
拠
二
下
万
事

↓
休
二
息
諸
縁

↓仏

法
世
法
不
ゾ
管
、

道
情
世
情
隻
忘
、

無
二是

非
一
無
二
善
悪

↓
何
防

止
之

有
乎
、

此
是

心
地

無
相
戒
也
、

定
是
観
想

無
余
、

坐
禅
脱
二
落
身

心
↓捨
二
離
迷
悟

↓
不
変

不
動
、
不
為

不
昧
、
如
〆
凝
如
〆
兀
、

如
γ
山
如
ソ

海
、

動
静

二
相
了
然
不
〆
生
、

定
而
無
二定
相

↓無
二
定
相

一故
、

名
二
大

定

一也
、
慧
是
簡
択
覚
了
、
坐
禅
所
知
自
滅
、

心
識
永
忘
、
通
身
慧
眼

無
〆
有
二
簡
覚
↓明
見
二
仏
性
↓本

不
二
迷
惑

↓坐
二
断
意
根

↓廓
然
榮
徹
、
是

慧
而
無
二
慧
相

一故
、
名
二
大
慧

一也
。


